
16
年
度
よ
り
行
っ
て
い
る
調
査
に
基

づ
い
て
住
民
に
を
し
ま
す
。
今
年
度

は
、
坂
本
上
ノ
山
・
柴
地
区
、
御
堂

萩
平
地
区
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
て

い
ま
す
の
で
、
調
査
終
了
後
地
元
説

明
会
を
開
催
し
、
危
険
区
域
等
に
つ

い
て
指
定
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

質
問　

独
身
者
の
婚
活
支
援
に
つ
い

て（
内
容
）
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少

が
こ
の
村
で
は
特
に
課
題
と
な
っ
て

い
る
が
、
村
に
は
独
身
の
方
が
多
く

見
受
け
ら
れ
る
。
こ
の
方
々
に
結
婚

へ
の
支
援
が
で
き
な
い
か
。

　

独
身
者
へ
の
対
応
は
。

答
弁　

現
状
に
お
い
て
、
行
政
主
体

の
支
援
は
、
個
人
情
報
保
護
の
観
点

か
ら
難
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
任
意
団
体
が
設
立
さ
れ
、
事

業
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
に
な
れ
ば
、

積
極
的
に
支
援
を
し
ま
す
。

　

村
内
に
サ
ー
ク
ル
を
作
り
、
村
外

の
方
と
接
触
で
き
な
い
か
。

答
弁　

現
在
庁
内
に
て
協
議
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
具
体
的
な
案

が
出
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。
今

年
度
よ
り
埼
玉
県
の
「
ふ
る
さ
と
支

援
事
業
」
が
和
紙
の
里
を
中
心
に
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。
村
内
の
若
手
を

中
心
に
７
〜
８
名
の
グ
ル
ー
プ
が
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
と
も
に
、
村
コ
ン

（
街
コ
ン
）
や
ハ
イ
キ
ン
グ
、
野
草

茶
の
製
造
・
販
売
の
促
進
等
実
施
の

計
画
・
準
備
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

独
身
者
の
方
に
お
集
ま
り
を
い
た

だ
き
、
意
見
を
伺
っ
た
り
結
婚
へ
の

支
援
な
ど
が
で
き
な
い
か
。

答
弁　

婚
活
支
援
の
た
め
に
、
独
身

者
の
声
を
聞
く
の
は
、
支
援
を
実
施

し
て
い
く
う
え
で
必
要
な
こ
と
と
考

え
て
い
ま
す
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護

に
配
慮
し
つ
つ
支
援
を
行
い
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
村
民
の
婚
活
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
世
話
焼
き
人
等
を
育
成
す
る
研
修

会
を
実
施
す
る
な
ど
、
行
政
と
住
民

が
一
体
と
な
り
、
婚
活
支
援
を
行
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

福
島 

重
次
議
員

質
問　

可
燃
ご
み
処
理
対
策
に
つ
い

て（
内
容
）
可
燃
物
処
理
施
設
の
新
設

に
つ
い
て

　

昨
年
12
月
か
ら
今
日
ま
で
の
中
部

広
域
清
掃
協
議
会
の
協
議
状
況
お
よ

び
新
一
部
事
務
組
合
設
立
に
向
け
て

の
進
捗
に
つ
い
て

答
弁　

平
成
26
年
１
月
28
日
に
開
催

さ
れ
た
平
成
25
年
度
第
３
回
協
議
会

に
お
い
て
協
議
さ
れ
た
事
項
と
し
て

は
、
ご
み
処
理
基
本
計
画
お
よ
び
新

ご
み
処
理
施
設
整
備
構
想
並
な
ら
び

に
建
設
予
定
地
の
選
定
に
つ
い
て
は
、

建
設
検
討
委
員
会
に
お
い
て
協
議
後

３
月
下
旬
に
は
決
定
し
た
い
こ
と
、ま

た
地
元
説
明
会
等
を
３
回
開
催
す
る

こ
と
な
ど
、
１
月
か
ら
３
月
ま
で
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
案
）
に
つ
い
て
協

議
を
行
う
と
と
も
に
、
ご
み
処
理
基

本
計
画
お
よ
び
施
設
整
備
構
想
に
係

る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
す

る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。
地
元
説

明
会
は
計
３
回
吉
見
町
内
で
行
わ
れ
、

建
設
予
定
地
の
選
定
基
準
と
候
補
地
、

新
施
設
の
環
境
保
全
対
策
周
辺
施
設

の
整
備
構
想
、
建
設
検
討
委
員
会
に

お
け
る
建
設
予
定
地
の
選
定
結
果
、

ご
み
処
理
基
本
計
画
な
ど
に
つ
い
て

説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
３
月
26
日
に
開
催
さ
れ

た
平
成
25
年
度
第
４
回
協
議
会
で
は
、

建
設
検
討
委
員
会
か
ら
の
提
言
を
受

け
、
ご
み
処
理
基
本
計
画
お
よ
び
施

設
整
備
構
想
を
決
定
す
る
と
と
も
に
、

評
価
基
準
に
基
づ
き
、
建
設
検
討
委

員
会
が
８
地
区
の
建
設
候
補
地
を
相

対
的
に
評
価
し
た
結
果
を
受
け
て
、

建
設
予
定
地
を
「
吉
見
町
大
字
大
串

字
中
山
在
地
区
」
に
決
定
し
ま
し
た
。

建
設
予
定
地
の
決
定
に
と
も
な
い
、

建
設
予
定
地
の
地
権
者
お
よ
び
該
当

地
区
の
全
世
帯
・
大
規
模
事
業
者
を

対
象
と
し
て
、
個
別
訪
問
を
行
い
ま

し
た
。ま
た
、７
月
中
に
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
、
計
11
名
の
方

か
ら
意
見
の
提
出
が
あ
り
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
７
月
22
日
に
は
、
平
成

26
年
度
第
１
回
協
議
会
が
開
催
さ
れ
、

平
成
25
年
度
の
歳
入
歳
出
決
算
並
び

に
平
成
26
年
度
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

（
案
）
が
協
議
さ
れ
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

一
部
組
合
設
立
に
向
け
て
の
進
捗

状
況
で
す
が
、
平
成
27
年
４
月
１
日

の
設
立
を
目
指
し
、
事
務
局
に
て
組

合
規
約（
案
）の
作
成
お
よ
び
例
規
整

備
を
進
め
て
い
ま
す
。
10
月
の
協
議

会
で
規
約
（
案
）
を
決
定
し
、
地
方

自
治
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
12
月
に

は
議
会
の
議
決
を
経
た
の
ち
法
定
上

の
協
議
を
行
い
、
県
知
事
に
対
し
組

合
設
立
の
許
可
申
請
を
行
う
こ
と
と

な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
設
立
に
係
る
事
務
と
並
行

し
て
、
施
設
整
備
に
係
る
国
か
ら
の

交
付
金
を
受
け
る
た
め
、
循
環
型
社

会
形
成
推
進
地
域
計
画
の
作
成
も
進

め
て
い
ま
す
。 

　

７
月
広
報
に
「
ご
み
処
理
基
本
計

画
」
等
の
意
見
募
集
の
記
事
が
掲
載

さ
れ
ま
し
た
が
、
現
況
に
つ
い
て
。

ま
た
、
広
報
の
記
事
で
は
不
十
分
か

と
感
じ
る
。
再
度
内
容
説
明
し
意
見

を
伺
っ
て
は
ど
う
か
。

答
弁　

平
成
26
年
３
月
に
ご
み
処
理

基
本
計
画
と
施
設
整
備
構
想
を
策
定

し
、
こ
の
計
画
と
構
想
に
つ
い
て
広

く
意
見
を
募
集
し
た
い
と
の
こ
と
か

ら
、
協
議
会
を
構
成
す
る
８
市
町
村

の
広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用

し
、
統
一
し
た
内
容
で
周
知
を
し
ま

し
た
。
事
務
局
に
よ
る
と
、
意
見
を

寄
せ
ら
れ
た
方
は
、
「
ご
み
処
理
基

本
計
画
」
に
対
し
て
９
人
、
「
施
設

整
備
構
想
」
へ
は
11
人
と
の
こ
と
で

し
た
。
現
在
、
事
務
局
に
お
い
て
意

見
を
精
査
中
と
の
こ
と
で
、
整
理
が

済
め
ば
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
表
し

て
い
く
方
針
で
す
。

　

村
民
の
皆
さ
ま
へ
の
説
明
に
つ
い

て
は
、
小
川
地
区
衛
生
組
合
の
構
成

４
町
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
適
切

な
時
期
に
周
知
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

担
当
課
の
資
料
に
よ
る
と
、
当
村

の
「
可
燃
ご
み
」
は
年
間
４
３
８
ト

ン
と
な
っ
て
い
る
が
、
「
生
ご
み
」

「
新
聞
紙
」
「
書
籍
」
等
に
分
け
た

数
量
は
。ま
た
、「
新
聞
紙
」「
書
籍
」

は
資
源
ご
み
と
し
て
村
が
率
先
し
て

分
別
し
専
門
業
者
に
売
却
す
る
考
え

は
あ
る
か
。
資
源
ご
み
と
し
て
業
者

へ
売
却
す
る
こ
と
で
ご
み
の
減
量
化

・
経
費
軽
減
が
可
能
と
考
え
ら
れ
る
。

売
却
に
よ
り
年
間
ど
の
程
度
減
量
す

る
こ
と
が
可
能
か
。

答
弁　

小
川
地
区
衛
生
組
合
の
調
査

結
果
に
よ
る
と
、
主
成
分
が
生
ご
み

で
あ
る
割
合
は
、
34
％
で
約
１
４
９

ト
ン
、
紙
類
と
衣
類
の
割
合
は
、
約

26
％
で
１
１
４
ト
ン
と
推
計
さ
れ
ま

す
。
な
お
、
焼
却
さ
れ
て
い
る
ご
み

を
新
聞
紙
と
書
籍
に
細
分
化
し
た
お

の
お
の
の
処
理
量
は
、
把
握
で
き
ま

せ
ん
。
ま
た
、
平
成
24
年
度
実
績
で
、

資
源
化
さ
れ
て
い
る
紙
類
・
衣
類
は

約
１
０
８
ト
ン
で
あ
り
ま
す
の
で
、

資
源
化
の
割
合
は
48
・
６
％
と
な
り


